
この子たちには
無理かも

筋道を立てて考え、表現する力を高める
算数科指導の工夫

－まとめの場を重視した、自分の言葉で表現する活動を通して－

特別研修員 算数・数学 小野坂伸幸（小学校教諭）

児童の実態
・答えは出せるけど意味は分からない。
・式を立てるとき間違えてしまう。
・まとめは、板書や教科書のものを写すだ
あけで済ませてしまう。

教師の願い
・考え方を大切にし、「なぜ、そうなるの
あか」を言える子になってほしい。
・今日何が大事だったのか、授業の最後に
あ言える子になってほしい。

筋道を立てて、根拠を示しながら説明 順序立てて振り返り、自分の言葉で表現

順序や根拠を示す言
葉を意識して使うこと
により、正しく使える
ようになり、「なぜ、
そうなるのか」根拠を
示しながら説明できる
ようになった。

授業の内容を振り
返ることにより、多
様な表現で、大事な
ことを落とさずに、
学習内容を自分の言
葉でまとめることが
できるようになった。

提
言

〈手立て①〉数学的思考を、常に意識させる。
「習ったことが使える」「決まりを見つけて」「あれと似てるかも」

学習内容を振り返り、
自分の言葉で表現する

「決まりを見つけて」
「習ったことが使える」

「習ったことが使える」
「あれと似てるかも」

まず、・・・
次に・・・
だから・・・
そうか！

まとめは、ポイントさえ押さえていれば、多様な表現でいいと思います。自分の活動が、自分の
言葉で表現できれば、それがその子にとって一番分かりやすい、実感を伴ったまとめなのです。

自力解決と、まとめの時間を十分に確保しましょう。時には「やってみたまえ！」の一言で授業
が始まってもいいのでは。子どもにとって、困ることも実感と習得につながるのです。

・

・

「あれが使えるかも・・・」
「いくつかの方法でやってみた
けど、答えが同じだ」
「あの問題と似てるなあ」
「どの場合も当てはまるかな」

単元・年間を通して
繰り返し・積み上げ

・内容の習得

・次時以降の活用

・まとめ、説明等の

表現する経験の積み上げ

計算が合って
るんだから、
いいでしょ！

間違ってたら
はずかしいし

説明は○○
ちゃんに
まかせた！

まとめが
バラバラになる
のは怖いな

自分のやったこ
とを、自分の言
葉でまとめれば
いいんだね！

わかった！
今日のポイント
はこれだ！

子どもが、まとめを自分
の言葉で書けるような
授業を作ろう！

〈手立て①〉

〈手立て②〉

〈手立て①〉

〈手立て②〉順序と根拠を意識して、自分の言葉で表現させる。
「まず」「次に」「さらに」「だから」「と、いうことは」・・・

数学的思考
の内面化

実感を伴った
理解

自力解決

思考

まとめ


